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 ４６億年前の地球の誕生から３８億年前頃といわれている生命の誕生までの間に、有機物が生成したはずで

あるである。これまで、原始地球大気中での化学進化に関する数多くのモデル実験が行われてきた。近年では、原

始地球大気は二酸化炭素、一酸化炭素、窒素、水蒸気などからなる、還元性の弱いものだったとされている。われ

われは、このような組成の模擬原始大気に宇宙線を模した高エネルギー陽子線を照射し、その生成物を加水分解す

ることにより、多種類のアミノ酸や、核酸塩基などの生成を報告してきた。 

 有機酸（カルボン酸）は現在の生体系で重要な働きをしている。しかし、模擬原始大気中での生成に関して

はほとんど調べられていない。本研究では原始大気中での反応を想定し、有機酸の無生物的生成について基礎的検

討を行った。 

 原始大気を模した種々の組成比の一酸化炭素と窒素の混合気体（合計７００Ｔｏｒｒ）および水５ｍｌをｐ

ｙｒｅｘ製容器に封入し、東京工業大学Ｖａｎ ｄｅ Ｇｒａａｆｆ粒子加速器を用いて３Ｍｅｖ陽子線を２ｍＣ

照射した。照射後、生成物は５０ｍＭ ＮａＯＨ水溶液中で１１０℃で６－１１３時間加水分解した。凍結乾燥後、

カルボン酸についてはキャピラリー電気泳動システム（大塚電子 ＣＡＰＩ－３３００）で分析した。比較として、

アミノ酸をアミノ酸分析システム（島津ＬＣ－１０Ａ）で分析を行った。 

 陽子線照射生成物中に、ギ酸、酢酸、プロピオン酸などのモノカルボン酸が検出された。生成量は加水分解

時間を長くすると増加したが４８時間ではあまり変化しなくなったので、加水分解時間は４８時間とした。一酸化

炭素と窒素の等モル混合気体を用いた場合、ギ酸（Ｃ１）は１４０マイクロｍｏｌ、酢酸（Ｃ２）は２２マイクロ

ｍｏｌ、プロピオン酸（Ｃ３）は１０マイクロｍｏｌ検出され、炭素数の増加に従い減少した。同様な試料中のア

ミノ酸を定量したところ、グリシン（Ｃ２）が約１０マイクロｍｏｌ生成しており、炭素数の増加に従い、生成量

はやはり減少した。以上の結果より、カルボン酸とアミノ酸はほぼ同レベル生成することがわかった。 

 陽子線照射により生成するのは、主として高分子量の複雑有機物であり、これらの加水分解によりアミノ酸

が生成することがわかっている。カルボン酸に関しても、加水分解によりその生成量が増加することから、少なく

とも一部は複雑有機物から生成することが示唆される。今後、出発材料の組成の違いによるカルボン酸、アミノ酸、

アミン類などの生成量（加水分解後）を比較することにより、これらのモノマーの生成機構、および複雑有機物の

構造を調べていく予定である。 


